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市民向け防災イベントで展示発表をおこないました

東北大学のシンポジウムで研究発表をおこないました

”関東大震災と日米関係：今後の国際防災協力への示唆”を発表

関東大震災発生時の国際支援や東北の働きについて展示発表をおこないました

世界防災フォーラムは9月17日から18日にかけて、「ぼうさいこく
たい2023」で展示発表をおこないました。

「ぼうさいこくたい」は様々な団体・機関が防災の取り組みや知見を
一般市民に発信することができる、日本最大級の防災イベントです。
2023年は発生から100年の節目を迎える関東大震災をテーマに、横
浜で開催されました。

世界防災フォーラムの出展では、関東大震災当時にアメリカがおこ
なった支援についてとりあげました。この支援を指揮したクーリッジ
大統領の行動は、いまでも参考になる点が多く、後世まで語り継がれ
るべき防災活動として今年のWorld BOSAI Forumで世界防災賞に選
ばれています。特に関東大震災のように首都圏を直撃する首都直下地
震や、世界の平和を考えるうえで、災害時の国際支援についてより多
くの人に興味をもってもらうことは重要だと考え、これを出展内容に
選びました。

関東大震災当時にアメリカがおこなった支援は、後年の日米間の戦争
のせいか、さほど知名度がありません。しかし当時の日本人にとって
はとてもインパクトのある支援でした。世界防災フォーラムの展示
ブースでは、この支援が極めて迅速で、突出して大規模であったこ
と、その支援に合理性や配慮があったことを資料にまとめ、支援の背
景などを解説しました。また、その支援の裏に東北の無線局の活躍が
あったことや、日米の災害支援の歴史が東北地方の災害からはじまっ
たことについても触れました。

このアメリカの支援について、当時の日本人学生がアメリカにお礼の
手紙を書いています。世界防災フォーラムは、手紙をうけとったクー
リッジ大統領の曾孫さんらのご協力のもと、東北大学の川内准教授ら
と手紙の内容の調査分析を進めています。展示ブースではこの手紙の
うち一通の全文を公開し、調査の概要を説明すると共に、来場者に手
紙を書いた学生について情報提供を呼びかけました。

当日は現地での解説だけでなく、X(旧Twitter)でのライブ配信を行
い、多くの方のご関心をあつめることができました。

ご来場の皆様、及び配信をご視聴頂いた皆様に感謝申し上げます。

なお、展示内容・及び関連する調査については、後述する東北大学の
シンポジウムで発表をおこなったほか、世界防災フォーラムのウェブ
サイト(worldbosaiforum.com)上でも公開を予定しています。

世界防災フォーラムは、今年８月にアメリカで収集した資料などをもとに、東北大学の川内准教授らと共に関東大
震災の調査を行っています。
この調査の途中経過について、東北大学の災害科学国際研究所が主催するシンポジウム” 関東大震災 100 年の節
目に考える「これからの防災」” にて川内准教授が発表しました。なお、本シンポジウムの展示は 12 月 22 日ま
で災害科学国際研究所内にて公開されています。



世界防災フォーラムのご紹介

サイエンスアゴラ 2023 ( 入場無料 ) に出展します

世界防災フォーラムの活動は皆さまからの
ご寄付によって支えられています。
いただいたご支援は世界防災フォーラム開催などの事業や

日々の私たちの運営費に活用されます。
ご寄付はこちらから

日 時

会 場

：

：

2023年   11月17日 (土）　16:00-17:00

お台場テレコムセンタービル 1階 オープンスペースA

イベントの詳細はサイエンスアゴラ2023ホームページをご覧ください

世界防災フォーラムは、東日本大震災を経験した東北の地で、
災害で悲しむ人々をこれ以上増やしたくないという願いを込めて始まりました。

2015年、“仙台防災枠組”が国連防災世界会議で策定されました。一方、災害による被害を減らす具体的な解決策について情報を共有したり、話し
合える国際的な「場」はありませんでした。そこで、災害リスク削減の解決策を、国内外、産官学民さまざまな立場から提案し、互いに学びあ
い、新たな価値を創造していく「場」を仙台の地に立ち上げることにしました。それが「世界防災フォーラム」の始まりです。

40の国･地域から年は2023

5412 の方にご参加いただきました。

文化芸能と防災の融合を象徴した
クロージング

国連へ提言

延べ

本会議では口頭セッション30、カンファレンス7、ポスター発表55、ミニプレゼン
テーション33、EXPO展示ブース33が開催され、一般市民、国際機関、研究機関､
政府関係者、地方自治体、企業などの方にご来場・ご出展いただきました。 議論された内容をもとに仙台防災枠組の中間評価に

向けた提言を作成。国連事務総長特別代表（防災担
当）兼. 国連防災機関（UNDRR）ヘッドの水鳥真美
氏に手渡ししました。提言の全文は公式ホームペー
ジでご確認いただけます。 

名

ご寄付のお願い


